
４．柳沢さんの「退院」を振り返る



入院していた頃はどんな気持ちで
過ごしていましたか？



初めてお会いした頃

●面接を通して「葛藤」が明らかに

自分が

信用できない

久しぶりなので

できるかわからない

食事は自炊！

料理をやって
みたい。

やりがいのあるもの

を見つけたい！



地域移行の導入時

①10年以上の入院状況を踏まえて、丁寧に病院で面接を実
施

②希望と葛藤がわかってきたので、まずは「日帰り」とい
う選択肢を提案

③見学→日帰り→１泊→２泊と少しずつペースアップ

10年以上の入院。自分のペースで

生活のイメージづくりをしていきたい。



体験宿泊の実施内容

食事づくり

①柳沢さんより「(久しぶりだけど)自炊をしたい」との希望

②体験室職員も買い物や食事づくりの支援を実施

③結果、スーパーでの食材の選び方等には発見があった。

「自信が持てた」「達成感も大きい」

器具等の扱い方

①柳沢さんより「給湯器の使い方がわからない」

②体験室職員から手順の整理等を丁寧に実施

③結果、扱い方を覚えられ、「安心できた」

苦手なこと、やってみたいことを通して、実際を明
らかにして、「自信」や「安心」につながった。



引用：柳沢さん「初心新聞」



引用：柳沢さん「初心新聞」



体験利用の実施内容

生活訓練事業所の体験利用

①イラスト書きが得意な柳沢さん

②イラストを描くプログラムのある生活訓練事業所を体験

③出来上がった作品に周囲からの高評価！

「嬉しい」「パソコンにもチャレンジしたい」

体験を通じ、また振り返りを丁寧に時間をかけ行い、
自己肯定感を回復。新たなニーズも生まれた。



引用：柳沢さん「初心新聞」



引用：柳沢さん「初心新聞」

体験宿泊や体験

利用を利用して、

約半年の地域移

行支援で退院と

なりました。



5．まとめ



退院して、約８年が経過して、
今どんなことを感じてますか？



退院までの分析

不安、自信のなさ

体験と振り返り

外在化

潜在的な不安

具体的な手立て

体験と振り返り

失敗体験

⇒気づき

成功体験

⇒モチベーション

自信の回復

リフレーミング



ニーズを充足するための手立て
・どのような力を付ければよいか
・どのような社会資源を活用すればよいか
・支援チームはどのような役割分担で協力体制をつ
くるべきか等

↓
現実に近い地域生活場面で検証

体験宿泊・体験利用
→退院後の地域生活のシミュレーション



今、入院している方たちへ
メッセージをお願いします。





ご清聴ありがとうございました。


